
繊維産業部会 活動成果中間報告 
－ 愛媛セルロースナノファイバー関連産業振興事業 （H28～30）－ 

本研究は、○○○○○○により実施しました。（特許出願中） 
（共同研究先 ㈱○○・○○大学） 

  CNFが有する「高強度」という特徴を生かし、県内繊維関連産業におけるCNF 
の利活用方法について検討を行い、タオル等の繊維製品製造時に綿糸の強度を増 
す加工剤（繊維用糊剤）としての利用に関する知見※）が得られました。          

 
注意事項 
・研究員については、主査のみ 

・研究概要及び研究結果内のフォントの大きさは１４ポイント 
・写真を貼り付ける場合は、拡大して印刷しますので、解像度を２００dpi 
 以上でお願いします。 

 昨年度からの部会活動の成果を活用し、平成29年度も引き続き綿糸への効率的な 

CNFの付与方法や各種試験を実施し、CNFの繊維加工剤としての利用に関する調査 

研究に取り組んでいます。 

参画機関：繊維産業技術センター、会員企業6社 

綿糸を中心とした糸へのCNF付与技術の検討 

 各種CNFを付与した綿糸の物性評価 

 ・綿糸へのCNF付与方法（撹拌方法、濃度等）を検討した。 

 ・市販CNFサンプルを付与した綿糸の物性評価試験を実施した。 

 ・市販CNFサンプルと混合した各種溶液を付与した綿糸の物性評価 

  試験を実施した。 
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（※特許出願「糊付け方法および糊抜き方法」） 


